
一般社団法人レギュラトリーサイエンス学会 

令 和 ５ 年  度  事  業  報  告 

（令和５年 7月 1日から令和６年 6月 30日まで） 

 

 

１ 社員総会・理事会の開催等 

 

（１）社員総会の開催 

日時：令和５年９月９日 

事項：令和４事業年度事業報告、令和４事業年度計算書類等の承認、理事の選任等 

 

（２）理事会の開催 

   ① 第 23回理事会の開催 

日時：令和５年７月１０日 

事項：令和４年度事業報告の承認、令和５年度事業計画の承認、令和５年度予算 

の承認、定時社員総会開催の承認、理事候補者の選出等 

 

② 書面による理事会の開催（みなし決議） 

日時：令和５年８月２５日 

事項：令和４事業年度計算書類等の承認、理事候補者の選出、令和６年 9月学術 

大会会長の選任等 

 

③ 書面による理事会の開催（みなし決議） 

日時：令和６年１月２４日 

事項：社員（評議員）選挙の実施等 

 

（３）社員（評議員）の選出 

令和 5年 9月の定時社員総会の終結をもって社員（評議員）の任期が満了したの

で、社員選挙を実施し、新しい社員（評議員）30名を選出した。令和 6年 2月 8日公

示、3月 7日立候補締切り、3月 14 日結果公示。社員の任期は、令和 6事業年度終了

後 3カ月以内に開催される定時社員総会の終結の時まで（令和 7年 9月頃）。 

 

２ 学術大会の開催 

 

第１３回学術大会を次のとおり、開催した。  

日 時：令和５年９月８日～９月９日 

  場 所：一橋大学一橋講堂 

    大 会 長：渡邉 裕司（浜松医科大理事・副学長） 

    主 催：一般社団法人 レギュラトリーサイエンス学会 

    参加人数：約 510名 

プログラム：大会長講演、特別講演（藤原康弘先生、眞鍋淳先生、齊藤欽司先生）、 

14のシンポジウム、一般演題（15の口演、27のポスター発表）等 

 

 

 



３ 運営委員会等の開催 

 

第 15回運営委員会 

   日時：令和６年２月１９日 

  議題：学術大会のテーマ、特別講演等の報告、会員等から提案されたシンポジウム

（案）の検討、一般演題の募集・選定の方法等の検討、参加費の決定等 

 

４ 講演会・研修会等の開催 

 

本年度は、５回のシンポジウムを次のとおり WEB開催した。なお、これらシンポジウ

ムの企画運営にあたっては、事務局担当会員ほかに多大の協力をお願いした。 

・ アカデミア発のシーズを実用化につなげるために  

日時：令和６年２月１４日   参加者：約 55名  

・ ドラッグ・ラグ/ロス解消をはじめとする医薬品イノベーションの推進 

日時：令和６年２月２０日   参加者：約 105名 

・ ICH Q2(R2)/Q14ガイドラインと分析法のライフサイクルマネジメント 

日時：令和６年３月５日    参加者：約 160名  

・ 医薬品の安定供給と品質確保の課題と将来 

日時：令和６年５月１５日   参加者：約 120名 

・ 医薬品におけるニトロソアミン類の混入リスクへの対応 

日時：令和６年６月７日    参加者：約 170名 

 

 

５ 学会誌の発行 

 

（１）編集委員会の開催（いすれも WEB 開催） 

① 第 40回編集委員会 

日時：令和⑤年 10月 5日 

   議題：第 14巻第 2号の編集方針など 

② 第 41回編集委員会 

日時：令和 6年 2月 1日 

   議題：第 14巻第 3号の編集方針など 

③ 第 42回編集委員会 

日時：令和 6年 6月 14日 

   議題：第 15巻第 1号の編集方針など 

 

（２）学会誌の発行 

  第 13巻第 3号 

   発 行 日：令和 5年 9月 30日 

   主な内容：巻頭言（山本晴子理事）、特集（プログラム医療機器における医療データの

利活用について）、シリーズ（医薬品・医療機器評価をめぐる最近の話題）、投

稿論文など 

第 14巻 1号 

      発 行 日：令和 6年 1月 31日 

   主な内容：巻頭言（本間正光国立衛研所長）、特集（MID-NET運用開始５周年を迎え



て）、シリーズ（医薬品・医療機器評価をめぐる最近の話題）、投稿論文など 

第 14巻第 2号 

      発 行 日：令和 6年 5月 31日 

   主な内容：巻頭言（橋田充代表理事）、特集（医薬品の薬事承認におけるリアルワール

ドデータの利活用）、シリーズ（医薬品・医療機器評価をめぐる最近の話

題）、投稿論文など 

 

６ その他 

 

（１） AMED事業「医療機器開発ガイダンス 活用セミナー」を後援した。 

 

 （２）本年度の事業計画に基づき、短期借入金（発足時（平成 22年度）320万円、平成 25年

度 180万円の合計500万円、うち 250万円については令和 4事業年度に返済）について、

令和 6年 6月、その残額（250万円）を返済し、返済を完了した。 

 

 

以上 


